
生 活 文 化 ス ポ ー ツ 局（旧生活文化局） 

 

第１ 審 査 の 概 要 

１ 審査の対象 

（１）一般会計 

（２）財  産 

 

２ 実地審査場所 

   生活文化スポーツ局 

 

３ 審査の方法 

知事から提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び

財産に関する調書について、生活文化スポーツ局（旧生活文化局）執行分を審査した。 

   審査に当たっては、 

（１）決算計数は、正確であるか 

  （２）予算の執行は、適正かつ効率的になされているか 

  （３）財産の取得、管理及び処分は、適正に処理されているか 

  などに主眼を置き、決算書等及び証拠書類の照合等を行うとともに、関係部局から決算について

の説明を聴取するなどの方法により審査を実施した。 

 

第２ 審 査 の 結 果 

１ 決算計数について 

審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書及び実質収支に関する

調書の計数は、誤りのないものと認められる。 

なお、財産に関する調書の計数については、次のとおり、その一部に誤りが認められた。 

 （１）財産管理 

   ア 公有財産について 

   ＜無体財産権＞ 

   （ア）著作権４件（男女平等普及推進ビデオ等）が登載漏れとなっている。 

   イ 債権について 

   （ア）債権（育英資金貸付金）１，５３１万４，４００円が過大に計上されている。 

 

 ２ 事業執行等について 

   特に意見を付する事項はない。 
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第３ 決 算 の 概 要 

１ 歳入歳出決算の状況 

（１）一般会計 

ア 歳 入                              （単位：千円、％） 

科 目（款） 予 算 現 額 収 入 済 額 比較増(△)減額 収 入 率 

使用料及手数料        1,421,087        1,551,763           130,676     109.2 

国 庫 支 出 金       15,928,825       16,141,218           212,393     101.3 

財 産 収 入           63,322           56,333  △         6,988      89.0 

諸  収  入        1,208,567        1,335,934           127,367     110.5 

計       18,621,801       19,085,250           463,449     102.5 

 

歳入は、第７款使用料及手数料ほか３款であり、予算現額１８６億２，１８０万余円、収入

済額１９０億８，５２５万余円、比較増額４億６，３４４万余円、収入率１０２．５％である。 

歳入の主な内容は、 

   ・使用料及手数料のうち、旅券発給手数料等の生活文化手数料   １４億８，８８３万余円 

   ・国庫支出金のうち、私立学校経常費等の学務費国庫補助金   １６１億２，２９４万余円 

   ・諸収入のうち、育英資金返還金の学務費貸付金元利収入     １０億７，２９８万余円 

   である。 

なお、第９款財産収入（項：財産運用収入）において、収入未済額（２３万余円）が、第１

２款諸収入（項：貸付金元利収入）において、不納欠損額（１，０１７万余円）及び収入未済

額（７億２，９０５万余円）が、同款（項：雑入）において、収入未済額（２，５４３万余円）

が生じている。 

 

イ 歳 出                              （単位：千円、％） 

科 目（款） 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執 行 率

生 活 文 化 費    18,867,000    17,648,801            0    1,218,198     93.5 

学  務  費   127,368,000   125,909,034            0    1,458,965     98.9 

諸 支 出 金           517           516            0            0     99.8 

計   146,235,517   143,558,352            0    2,677,164     98.2 

 

歳出は、第４款生活文化費ほか２款で４項１１目に区分し執行しており、予算現額１，４６

２億３，５５１万余円、支出済額１，４３５億５，８３５万余円、不用額２６億７，７１６万

余円、執行率９８．２％である。 

生活文化費の主な執行内容は、 

   ・都政に関する広報、広聴等に要したもの 

 - 69 -



（項）生活文化費   （目）広報広聴費        ２５億３，１３７万余円 

・東京ウィメンズプラザの運営及び海外渡航事務等に要したもの 

    （項）生活文化費   （目）都民生活費        １９億３，３１３万余円 

   ・江戸東京博物館等文化施設の運営等に要したもの 

       （項）生活文化費   （目）文化振興費        ７８億６，９１５万余円 

    学務費の主な執行内容は、 

   ・私立高等学校経常費補助等に要したもの 

       （項）私立学校振興費 （目）助成費       １，２３８億９，７９１万余円 

   である。 

 

２ 財産の管理状況 

ア 財 産 

区   分 平成１８年度末現在高 平成１７年度末現在高 増（△）減 

１ 公有財産 

土     地 

建     物 

物     権 

無 体 財 産 権 

 

有 価 証 券 

 

出資による権利 

２ 物  品 

３ 債  権 

 

107,758.11 ｍ２

 

222,845.94 ｍ２

 

地上権   1,020.61 ｍ２

 

著作権         ２ 件

商標権       ２２ 件

株券 

      695,000,000 円

      447,000,000 円

       ３，１１８ 点

9,481,729,223 円

 

       107,758.11 ｍ２ 

 

       222,845.94 ｍ２ 

 

地上権   1,020.61 ｍ２ 

 

著作権         ４ 件 

商標権       ２８ 件 

株券 

     695,000,000 円 

      446,000,000 円 

       ３，１８２ 点 

10,368,467,926 円 

 

               0 ｍ２

             0 ｍ２

               0 ｍ２

 △      ２ 件

 △           ６ 件

 

               0 円

       1,000,000 円

 △         ６４ 点

△ 886,738,703 円

 

生活文化スポーツ局で所管している財産は上表のとおりであり、その主な増減事由は、 

・無体財産権（著作権）の減少は、江戸東京博物館資料情報システム等の権利が消滅したこと

によるもの 

   ・無体財産権（商標権）の減少は、東京都写真美術館のシンボルマーク等の権利が消滅したこ 

とによるもの 

・出資による権利の増加は、（財）東京都交響楽団出えん金が教育庁から移管されたことによる

もの 

・物品の減少は、美術館の収蔵品の購入等により５８点増加したものの、廃棄等により１２２

点減少したことよるもの 

・債権の減少は、育英資金貸付金の返還（８億５，４９８万余円）等によるもの 
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である。 

 

イ 債権のうち貸付金の年度末残高                    （単位：千円） 

貸付金の種類（名称） 平成１８年度末残高 滞納（収入未済）額 

公衆浴場施設確保資金貸付金             ３３８，７１２                    ０

東京都交響楽団経営安定化資金貸付金        ８５，０００           ０

育英資金貸付金         ７，７８２，６５４        ６７０，５０９

進学奨励事業学資金貸付金             １９４，２２６          ５８，５４３

合      計        ８，４００，５９３        ７２９，０５２

    ※貸付金の年度末残高及び滞納額は元本を記載している。 
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